
かながわ人生100歳時代ネットワーク

「この指とまれプロジェクト」

“日常”で気付くための
“非日常”との好循環モデルづくり

＠南足柄

【横浜】横浜をつなげる30人/チームままmaioka

【南足柄】株式会社あしがら森の会議

実施報告/2024年2月29日



①団体概要

2021年11月にチーム発足、

横浜をつなげる30人から生れたチーム。

2022年に舞岡公園（横浜市）で「未来宣言づくり」、
活動本格化。

日本生態系協会「関東・水と緑のネットワーク」から
活動資金を支援。

森林と人、持続的な暮らしを考える。 in 南足柄 (studio.site)

あしがら森の会議チームままmaioka

https://circle-cw.studio.site/event/minamiashigara


© 2024横浜をつなげる30人“ままmaioka” 2

個別ミーティング資料であり、目的外でのご使用はご遠慮ください。

〇参加者の声

・“非日常で知る/気づく/学ぶ”、とても共感できる。
・継続には、やはり人間関係が大切。こどもや学生ならではのつながりも
演出できる。人×人、さらには組織×組織、のような巻込みも。

・地域のリソースを活かしきれていない、地元の人こと、そのリソースの価
値に目を向けてもらいたい。
・田んぼや畑などの農業体験で通年に亘るストーリーをつくる。
・エンターテイメントとリアルの大変さ（苦労）の境界線をシームレスにな
るように工夫できないだろうか？

・南足柄と丹沢秦野、同じ立ち位置で一緒に考えていくことも有効か。

〈政策局/いのち未来戦略推進本部室〉
かながわ人生100歳時代ネットワーク - 神奈川県HP

11月「この指PJT」で、ご紹介しました。

https://www.pref.kanagawa.jp/docs/k8d/100ylife/life_network.html
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個別ミーティング資料であり、目的外でのご使用はご遠慮ください。1月 (＠南足柄)、WS実施しました。

★WSテーマ・対話★ （参加者数11名）
・非日常イベントで日常にもある身近な大切なものに気付く
・南足柄地元メンバーとソトメンバーの対話型WS

★参加者コメント・気づき★
・地元を見る目を変えてみる、もう少し深い見方や探検できるかも。
・都会に拘らない価値観、ゆっくりと考える大切さ
・水と空気と身体、心の関係を意識する機会をつくる
・ときどきを窓を開けて野外の音を聞く、何もしない余白をつくる
・暮らしの中に自然を取り入れる
・南足柄へソトから繋がる“外ハブ”になる
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南足柄ワークショップ資料であり、目的外でのご使用はご遠慮ください。ワークと対話

ソトのメンバー 南足柄メンバー

南足柄リトリートでの気づきは？
（例）
南足柄の良いところ/知った事/気づき/(自分の中に
あって)南足柄に来たから気づいたもの

その気づきは、普段の自分に、どのように
繋がり(繋げられ)そうでしょうか？
（例）
普段の自分：身近な日常/仕事/家族/地域等
「普段の自分に、◇◇してみようかな」
「明日から、○○な事、感じるかも」

南足柄の良いところ、
好きなところ、
アピールしたいところは？

ソトのメンバーの気づきを聞いて、
どう思いましたか？
自分達は、どのように関われる
かもしれないでしょうか？

ワーク②

ワーク①

休憩

対話

個人/Pi

グループ
全体

個人/A4
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南足柄ワークショップ資料であり、目的外でのご使用はご遠慮ください。

その気づきは、普段の自分に、どのように繋が
り(繋げられ)そうでしょうか？
（例）普段の自分：身近な日常/仕事/家族/地域等
「普段の自分に、◇◇してみようかな」
「明日から、○○な事、感じるかも」

ソトのメンバーの気づきを聞いて、どう思
いましたか？
自分達は、どのように関われるかもしれな
いでしょうか？

ワークと対話

各人から全体共有

感想などコメント

南足柄でやりたい事、やる必要がある事、
やれると思う事、何ですか？

感想や思いなど、自由に一言、スローガン的に書いてみて下さい
【A4用紙】

ソトのメンバー 南足柄メンバー

対話①

対話②
ソトの自分達だからこそ、何か関われること、あ
りますか？

各人から全体共有

感想などコメント

成果物

個人/A4



★南足柄の素敵なリソースに気付き、
「自宅に帰ってからの、身近なところで
も、その気づきを取り入れようとする自
分自身の思い」を、あらためて個人個人
が言語化し、認識することが出来た。

★今回WSでは、内側と外側のメンバー
双方から参加者を構成し、対話形式を
とったことが良かった。

★内ハブ＆外ハブの必要性/大切さ

★南足柄での新しいPJT(SAoBi)との出会
い

★取組みを続ける上でも、行政と連携し、
移住検討プロセスの一つのツールとして
の可能性を考えていきたい。

★本NWを通じて、南足柄以外へのヨコ
展開も探りたい。

②事業の効果（成果）、③事業全体の感想・今後

【PJTの狙い】

★みなさんの地域での活動を活性化させるために、身近（=「日常」）で気付
いてほしい大切なもの（こと）を、南足柄（=「非日常」）での体験を通じて
気づいて欲しい。

★気づきの「モデルづくり」をしたい。★南足柄の関係人口を増やしたい。



南足柄には素敵なリソースが沢山！

大自然、大雄山最乗寺、天狗伝説、金太郎伝説、

豊かな水、歴史、文化、、、、

ぜひ、みなさんの“日常”につながる材料を体感して、

身近なまちづくり活動へ持ち帰りませんか？

ネットワーク団体へのメッセージ

南足柄「よいしょ君」
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